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【一般会計】
　25年度は大雪地区広域連合が保険者として業務を開始し
10年を迎えました。派遣職員７人、専任職員３人で業務体制を
組み、関係町、関係機関と協議の上住民サービスの低下を招
くことなく効率的に事務処理を進めました。

【介護保険特別会計】
　24年３月に策定した第５期介護保険事業計画（平成24-26
年度）に計上している要介護高齢者数の現状と将来推計など
踏まえ、高齢者が住みなれた地域で安心して暮らし続けること
ができるように円滑な事業運営と給付の実施を進めました。
　介護保険料は、第６段階である標準的な年額保険料を介護
保険事業計画に基づき６万1,200円（月額5,100円）としていま
す。25年度末現在の介護給付費準備基金は5,120万円となり、
介護保険料抑制のために有効な活用を図ります。

【国民健康保険特別会計】
　被保険者の負担軽減と安定化、平準化を図りつつ最少の負
担で医療給付を受けられるように料率を設定しました。住民福
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祉の向上と公平負担の確保という制度の基本に立ち、３町の
被保険者にかかる必要な保険給付費を見込み、健全経営が
できるよう関係町と協議を重ね、国民健康保険運営協議会に
諮問のうえ保険料を決定しました。
　療養給付費（費用額ベース）は、29億8,795万円となり、３億
4,912万円の余剰金が発生しました。医療費全体で予算額を
下回ったことなどによるものです。
　25年度末現在の財政調整基金は4,317万円となり、今後の
国保財政安定化に向けた財源として活用します。

【後期高齢者医療特別会計】
　後期高齢者医療制度は、旧老人保健制度に代わって平成
20年度からスタートしています。北海道後期高齢者医療広域
連合が主体となって運営しており、申請や被保険者証の交付、
保険料の徴収事務などは大雪地区広域連合で行っています。
　収納後の保険料、３町の被保険者にかかる医療給付費の負
担分は北海道後期高齢者医療広域連合に納付しています。療
養給付費（費用額ベース）は40億5,747万円となっています。

　大雪地区広域連合の平成25年度一般会計と３特別会計の決算が認定となりました。その決算概要をお知ら
せします。昨年12月に開いた第３回大雪地区広域連合議会定例会で同年度会計決算額の認定を受けました（決
算額は四捨五入処理をしているため、実際の決算額と異なる場合があります）。
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